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復田時の水稲不耕起・

無代かき栽培における育苗箱全量施肥

1 .はじめに

排水不良の重粘土水田における水稲不耕起移植

栽培は，代かきを行わないため，代かき栽培のよ

うに作土が強還元状態にならず，生育後半まで根

が健全で、秋まさり的生育を示すのが特徴である。

また，土壌構造が維持されることで圃場の地耐力

が増し，畑転換後は排水性，砕土性に優れ，畑作

物が安定生産できることが明らかにされている。

無代かき移植栽培は，不耕起栽培ほどではないが，

同様の効果が得られる重粘土水田に適した栽培法

である。不耕起栽培では施肥効率が悪いことが問

題であったが，育苗箱全量施肥法の開発により肥

料の利用率が70~80%に向上し，省力化され，現

在，不耕起，無代かき栽培は，大潟村で、300ha程

度で導入されている。

一方，近年環境に対する意識の高まりから，八

郎湖の水質悪化が問題視されており，水質汚濁負

荷を低減するための技術開発普及が急務である。

水田作における水質汚濁負荷の大部分は代かき一

移植までに発生することから 代かきをしない不

耕起栽培や無代かき栽培は 水質汚濁負荷を低減

できることが明らかにされている。これらのこと

から，不耕起栽培や無代かき栽培を田畑輪換体系

に導入することで畑作物や水稲を安定生産できか

っ，水質汚濁負荷を低減できると考えられる。

復元田の代かき栽培では 復田後3年間程度土

壌窒素発現量の増加，根城の拡大，根活力の向上

などにより水稲生育が旺盛になるので，復田年数

に応じて20~100%の減肥や倒伏に強い品種を作

付けすることが指導されているが，不耕起栽培や

無代かき栽培水稲の生育特性については十分に検

討されていない。

そこで，復田時に育苗箱全量施肥による不耕起

及び無代かき移植栽培を行う場合の適正施肥量を

秋田県農業試験場大潟農場

研究員進藤勇人

明らかにすることを目的とし，土壌窒素供給量，

水稲の窒素吸収特性及び収量について検討した。

あわせて，水質汚濁負荷低減効果についても検討

した。

2.試験方法

試験は， 2000~2003年に八郎潟干拓地に位置す

る秋田県農業試験場大潟農場圃場(土壌条件:細

粒質斑鉄型グライ低地土 強粘質)で実施した。

試験には2000年 2001年に復回した 6圃場を供試

した。復旧後の耕起移植法は ①代かき 3年連

続，②無代かき 3年連続，③1年目無代かき+2

年目以降不耕起の 3体系である。また，復目前の

転換畑作物は，スイートコーン 2年連作，エダマ

メ 2年連作及びキャベツ 1年である。

本圃場における水団連作時の育百箱全量施肥に

よる慣行施肥量は0.5kgN/aで、あり，復田時の適正

施肥量を検討するため 50.100%減肥区と耕起・

移植法を組み合わせて試験区を設定した。育苗箱

全量施肥には苗箱まかせN400-100(シグモイド

溶出型被覆尿素100日タイプ)を全層施肥には硫

安を用い，リン酸及びカリウムは施用しなかった。

品種は「あきたこまち」である。

3.復田 1年目の土壌可給態窒素

まず，最も土壌の乾燥の影響が大きい復田 1年

目の無代かき栽培における作土の土壌窒素発現

量を検討するため，培養実験により可給態窒素

(30
0

C， 4週間)を測定した。培養は，無代かき

を想定してコアで採土し そのまま土塊を崩さず

行った(未かく乱培養)。その結果，未かく乱培

養による可給態窒素量は かく乱培養(代かきを

想定)に比べ低いことから 復田時の無代かき栽

培水稲の作土からの窒素供給量は，代かきと比べ

少なくなることが示唆された(図1)。
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図上復田 1年目における土壌のかく乱が

土壌可給態窒素量に及ぼす影響

nは調査圃場数 グラフ内の垂直線は標準偏差
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4.復田 3年間の水稲窒素吸収量(無施肥栽培)

次に，実際に水稲が吸収する地力窒素変化を検

討するために，無施肥で水稲を栽培し，窒素吸収

パターンを調査した。復田 1年目の無施肥無代か

き栽培水稲の窒素吸収量は 代かきに比べ生育期

間を通じて低く推移した。また 復田 2年円以降

の不耕起，無代かき栽培では，復田年数とともに

代かき栽培に近づく傾向であった(図2)。これ
は，復田年数の経過とともに，特に代かき栽培で

土壌が還元的となり，根城が減少し，水稲が吸収

できる地力窒素が少なくなるためと考えられた。

5.復田 1年目の適正施肥量

復田 1年目の無施肥無代かき水稲の土壌由来窒

素吸収量は，幼穂形成期，成熟期いずれのステー

ジにおいても，無施肥の代かき水稲(復田 1年目

の代かき栽培の慣行)に比べ少ないが， O.25~ 

O.5kgN/a育苗箱全量施肥することで，土壌由来窒

素吸収量の不足分を補い 代かきと同等以上の窒

素吸収量と収量が得られた(図 3，4)。しかし，

施肥量がO.5kgN/aの場合は倒伏程度が大きくなる

復回 1年目 (2001年)

図2.復田時における無施肥栽培水稲の窒素吸収量の推移
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図3.復田時における由来別窒素吸収量の推移

施肥由来窒素吸収量は 重窒素トレーサ一法による

横軸の数字は施肥窒素量 (kgN/a)，代かきは全層施肥，無代かき，不耕起は育苗箱全量施肥
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図4.復田時における耕起移植方法と施肥量が収量及び倒伏程度に及ぼす影響

横軸の数字は施肥窒素量 (kgN/a)，代かきは速効性窒素の全層施肥，無代かき，不耕起，代かき箱は育苗箱

全量施肥，収量のパーは標準偏差，倒伏程度のパーは最高，最低値
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ことから，連作水田の慣行施肥量の半量である

0.25 kgN/aが適正施肥量と考えられた。

6.復田 2年目以降の適正施肥量

復田 2年目の不耕起，無代かき栽培では， 0.5 

kgN/a育苗箱全量施肥することで，いずれのステ

ージにおいても全層施肥0.5kgN/aの代かき栽培

と同等以上の窒素吸収量が得られた(図 3)。また

復田2年目以降では 連作水田の慣行施肥量であ

る0.5kgN/a育苗箱全量施肥することで，倒伏も

少なく，目標収量 (57kg/a)が確保で、きた(図4)。

7.不耕起，無代かき栽培導入による水質保全効果

iE収量?り何度_J

復田後3年間，水稲栽培期間中の水質汚濁物質

の差引排出量について耕起方法の影響を検討した

(図5)。不耕起無代かき栽培における懸濁物質

の差引排出量は 復回3年間とも代かき栽培に比

べ低く，差引排出量がマイナスであることから水

質を浄化しており 代かき時の濁水を排出しない

ことによるものであった。また，有機炭素，全窒

素，全リンも，復田 3年目の不耕起栽培を除き，

同等かそれ以下であった。不耕起栽培は，連作す

ると漏水量が増加する傾向があり，復旧 3年目

(試験年次2003年は低温年)の不耕起栽培の差引

図5.復田後の経過年数に伴う水稲栽培期間中の水質汚濁物質差引排出量 (2001-2003年)

不耕起区の復旧1年目は無代かき栽培
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排出量の増加は 冷害回避のために 7月中旬に深

水管理したことにより他の区に比べ濯水量，漏水

量が増加したことと 表層の稲わらの分解による

田面水の有機炭素全窒素全リン濃度の上昇に

よるものと考えられた。

このように，不耕起，無代かき栽培は復元田に

おいても水質汚濁負荷が減少することから，代か

き濁水を出さないことによる安定した水質保全効

果があるといえよう。

8.おわりに

不耕起，無代かき栽培を復元田に導入する場合，

けい畔漏水が増加することやしゅ瓦に圃場の均平を

とるかなどの問題点が残されているが，けい畔周

辺だけを代かきするいわゆる額縁代かきやレーザ

ー均平装置を利用するなどで対応可能で、ある。

排水不良の重粘土水田では，不耕起，無代かき

栽培を田畑輪換体系に導入することでその特性を

十分に発揮できると考えられ本報で報告した水

稲の窒素吸収特性や施肥指標を活用して項きた

t¥。安定した水質保全効果があり，省力的な育苗

箱全量施肥による不耕起，無代かき栽培が，水田

作における環境保全型安定生産技術の一翼を担う

ことを期待している。
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